
 

 

         

 

  秋にもいろいろあるけれど………いまはやっぱり「勉強の秋」 

学年主任 菱池 美保 

秋の深まりとともに朝夕の冷え込みも厳しくなってきました。みなさん、体調を崩すことな

く学校生活を送れていますか。早いもので第1学年も後半戦、２学期が始まってからは文理選

択や探究活動「わがまちのSDGs」の開始、体育大会など、忙しく充実した毎日が過ぎていきま

した。文理選択については２０日に本調査用紙提出、その後最終調整に入ります。この1年生

秋に今までを振り返り、苦手科目や抜け落ちている部分の修正を施し、２年生からは自分の選

んだ方向に自信を持って進めるようにしておきたいものです。 

ところで、ここに載せているのは第２回スタディサポートでのアンケート結果です。平日の

勉強時間について、ほとんどしないまたは３０分未満という生徒が４０％強にも及んでいます。

あまりの多さに愕然とします。「これほど勉強しない高校生がいるのか」というのが率直な気持

ちです。 

これは８月末のアンケートです。それから２か月、みなさんの意識が多少なりとも変化して

いることを期待しますが、みなさんに欠けているのは能力ではありません。勉強時間です。毎

日、机に向かう。これを習慣にすることがいかに大切かということを入学当初から学年団全員

で言い続けてきました。 

「成績を伸ばしたい」と解答している人が７５％もいることは救いですが、「成績を伸ばす」

などということは楽にできることではありません。部活で忙しいだとか、帰ってきたらくたく

ただとか、様々な言いわけはあるでしょう。それでも２時間程度机に向かう体力は高校生なら

あるはずです。もっと自分に負荷をかけて、自分を躾ていかなければ、このままでは２年後の

大学入試はどうなるのか、目に見えています。1 年生の後半戦、このまま放っておくわけには

いきませんよ。 

＜平日の家庭学習時間＞ 単位％  ＜現在の気持ち＞            単位％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜希望の進学先＞      単位％       

 

中間考査１０月１７日(火)～２０(金) 

 今年度折り返しの定期考査。もう３度目ともなれば、試験に向けた勉強の仕方もわかってき

たはず。というより、やはり大切なのは日常の授業への取り組み、授業で吸収したことのアウ

トプットに他なりません。 

ベネッセ進研模試11月4日(土) 

 全員が受験するものとしては本年度２回目の全国模試。今の実力を確認する重要な模試です。

最後の１分まで力を余さず、考え抜くこと。 

Classiで対策の学習ができます。是非、積極的に取り組みましょう。 

SDGs班別活動開始１０月10日(火)～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の予定＞ 

１０/２７(金）挨拶運動１－１     １１/８(水)   創立記念日 

１１/３(金)（祝日）秋季学校説明会  １１/１５(水) 相高生フォーラム 

１１/４(土)  ベネッセ進研模試    １１/１７(金) 挨拶運動 

 

選択肢 今回

①４年制大（国公立） 61.9

②４年制大（私立・大学校） 6.1

③４年制大（国公立・私立未定） 16.2

④短期大学

⑤専門学校（看護医療系） 2

⑥専門学校（看護医療系以外） 1

⑦就職

⑧未定 11.7
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後 半 戦 この希望を実現するためには、どうい

う毎日を送ればよいでしょう。 

 

国公立大学合格は簡単なことではあり

ません。 

 

選択肢 今回 前回

①ほとんどしない 23.9 16.1

②30分 17.3 18.1

③１時間 24.9 22.1

④１時間30分 14.7 9.5

⑤２時間 14.7 21.1

⑥３時間 3.6 11.1

⑦４時間 1 2

選択肢 今回

①頑張って成績を伸ばしたい 52.3

②成績を伸ばしたいが方法がわからず悩む 22.8

③勉強は楽しくないがとにかく勉強している 9.6

④勉強したくないが仕方なくしている 7.6

⑤勉強する気になれない 4.1


